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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　媒体を搬送方向に搬送する搬送部と、
　第１ノズル列と、
　前記第１ノズル列よりも前記搬送方向の下流側に設けられた第２ノズル列と、
　前記搬送部によって前記媒体を搬送させながら、前記第１ノズル列に含まれるノズル及
び前記第２ノズル列に含まれるノズルから液体を吐出させることで前記媒体にドットを形
成させ、画像データに基づく画像を印刷させる制御部と、を備え、
　前記制御部は、
　前記画像データに対し、前記搬送方向と交差する方向のドット形成量は増やさずに、前
記搬送方向のドット形成量を増やすドット形成量変換処理を施し、
　前記ドット形成量変換処理を施した画像データに基づいて前記画像を印刷させることを
特徴とする液体吐出装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の液体吐出装置であって、
　前記ドット形成量変換処理は、前記交差する方向のドット形成量を減らして、前記搬送
方向のドット形成量を増やす処理であることを特徴とする液体吐出装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の液体吐出装置であって、
　前記制御部は、前記ドット形成量変換処理を施した画像データに、ドットが均一に分散
された規則的なパターンを有するディザマスクを用いて二値化処理を施すことを特徴とす
る液体吐出装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の液体吐出装置であって、
　前記制御部は、
　前記画像データに含まれる前記交差する方向に延びた所定の幅より細い線を認識し、
　認識した前記線に前記搬送方向の前記ドット形成量を増やす画像処理を施すことを特徴
とする液体吐出装置。
【請求項５】
　媒体を搬送方向に搬送しながら、第１ノズル列に含まれるノズルと、前記第１ノズル列
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よりも前記搬送方向の下流側に設けられた第２ノズル列に含まれるノズルとから液体を吐
出することで前記媒体にドットを形成し、画像データに基づく画像を印刷する液体吐出方
法であって、
　前記画像データに対し、前記搬送方向と交差する方向のドット形成量は増やさずに、前
記搬送方向のドット形成量を増やすドット形成量変換処理を施し、
　前記ドット形成量変換処理を施した画像データに基づいて前記画像を印刷することを特
徴とする液体吐出方法。
【請求項６】
　媒体を搬送方向に搬送させながら、第１ノズル列に含まれるノズルと、前記第１ノズル
列よりも前記搬送方向の下流側に設けられた第２ノズル列に含まれるノズルとから液体を
吐出させることで前記媒体にドットを形成させる液体吐出装置によって、画像データに基
づく画像を印刷させるための印刷用プログラムであって、
　前記画像データに対し、前記搬送方向と交差する方向のドット形成量は増やさずに、前
記搬送方向のドット形成量を増やすドット形成量変換処理を施す機能と、
　前記ドット形成量変換処理を施した画像データに基づいて前記液体吐出装置に前記画像
を印刷させる機能と、をコンピューターに実現させることを特徴とする印刷用プログラム
。
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